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７
月
１８
日
の
日
曜
日
午
前
１０
時
か

ら
、
岡
山
市
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
旭
東

で
、
標
記
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
の
参
加
者
は
１７
人
で
し
た
。 

 

司
会
の
竹
内
さ
ん
（
理
事
）
の
発
声

で
、
１０
時
に
開
会
さ
れ
、
ま
ず
岡
山

支
部
の
支
部
長
で
あ
る
私
が
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。 

 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
お

忙
し
い
中
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
日
中
友
好

運
動
の
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
対
外
的
な
大
国

主
義
の
方
針
に
よ
り
、
様
々
な
軋
轢

日
中
岡
山
県
支
部
連
合
会
結
成
に

つ
い
て
、
今
年
度
中
の
結
成
に
向
け

て
、
打
ち
合
わ
せ
会
を
積
み
重
ね
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
・

倉
敷
支
部
の
理
事
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
に
も
、
総
会
及
び
文
化
事
業
に

双
方
が
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
、
犬
飼
さ
ん
よ
り
訴
え
が
あ
り
、

９
月
４
日
の
映
画
会
「
戦
争
と
人
間
」

へ
、
ぜ
ひ
岡
山
か
ら
も
多
く
の
参
加
を

と
の
こ
と
で
し
た
。 

太
極
拳
活
動
報
告
の
中
で
、
２
０
２

８
年
の
第
１
０
０
期
講
習
会
を
記
念
し

て
、
何
か
取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。 

中
国
語
講
座
の
活
動
で
は
、
餃
子

を
つ
く
る
会
に
続
い
て
、
講
師
に
協
力

を
お
願
い
し
て
、
交
流
す
る
会
を
企
画

し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

中
国
ア
ニ
メ
な
ど
随
時
情
報
を
更
新

す
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
読
し
て
ほ
し
い
と

小
川
理
事
か
ら
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

帰
国
者
と
の
交
流
及
び
自
立
支
援

の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
小

林
事
務
局
長
か
ら
の
報
告
を
掲
載
し

ま
す
。 

平
和
を
つ
く
り
だ
す
活
動
で
は
、
稲

葉
理
事
か
ら
、
過
去
の
戦
争
責
任
に
つ

い
て
、
「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

願
い
し
ま
す
。 

来
年
、
日
中
国
交
回
復
５０
周
年
を

迎
え
ま
す
の
で
、
９
月
１８
日
に
記
念

行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ま

た
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
」 

続
い
て
参
加
者
の
自
己
紹
介
で
す
。

河
井
理
事
長
、
小
林
事
務
局
長
、
田

中
理
事
、
小
川
理
事
、
井
堀
夫
妻
、
谷

本
さ
ん
（
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
い
ほ
り

の
介
護
士
）
、
青
木
さ
ん
（
近
現
代
史

研
究
者
）
、
犬
飼
さ
ん
（
倉
敷
支
部
）
、

稲
葉
理
事
、
曽
田
理
事
、
氏
平
さ
ん

（
共
産
党
県
議
）
、
青
木
事
務
局
次

長
、
遅
れ
て
林
さ
ん
（
共
産
党
市
議
）

の
順
で
し
た
。 

そ
の
後
、
議
案
討
議
に
入
り
、
議
案

書
に
そ
っ
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

表
記
を
「
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」

「
知
ら
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

表
記
に
変
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

残
念
な
が
ら
、
２
０
２
０
年
度
の
決

算
報
告
を
き
ち
ん
と
し
た
形
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
河
井
理

事
長
か
ら
、
後
ほ
ど
、
何
ら
か
の
形
で

正
確
な
決
算
報
告
を
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。 

２
０
２
１
年
度
の
活
動
の
す
す
め

方
、
岡
山
支
部
規
約
改
定
、
予
算
案

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

支
部
長
・
真
田
紀
子
、
理
事
長
・
河

井
伸
士
、
事
務
局
長
・
小
林
軍
治
、
事

務
局
次
長
・
青
木
正
美
、
理
事
・
稲
葉

泰
子
、
曽
田
和
子
、
竹
内
袈
裟
行
、
小

川
涼
子
、
田
中
栄
子
、
会
計
監
査
・
木

村
周
二
。 

を
生
ん
で
い
る
状
況
か
ら
、
日
本
の
世

論
も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
会
員
減
も

と
ま
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
中
で
も
、
明
る
い
兆
し
も
見
え

て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
１１
月
に
行
わ
れ

た
中
国
百
科
検
定
で
す
。
若
い
受
験

生
の
３
人
が
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み

で
し
た
。
広
島
と
高
知
か
ら
の
受
験
で

し
た
。
受
験
後
の
懇
談
会
に
も
出
席
し

て
、
今
後
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
受
験

し
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
呼
び
か
け
次
第
で
、
若
者

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
は
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ネ
ッ
ト
を
活
用
す

る
努
力
を
続
け
て
、
さ
ら
な
る
拡
大
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
」 

次
に
来
賓
と
し
て
、
岡
山
華
僑
華

人
総
会
の
劉
会
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。 

「
昨
年
の
技
能
実
習
生
問
題
に
つ
い

て
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
実
習
２
年
目
の
女
性
が
闘
っ
て

い
ま
す
。
総
菜
の
勉
強
に
来
た
の
に
、

洗
い
場
だ
け
の
仕
事
で
、
給
料
も
き
ち

ん
と
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
今
後
も
支

援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
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０
２
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岡
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真
田
紀
子 

http://rizhongyouhao.iinaa.net/


 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

８
月
１１
日
（水
）午
後
１０
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

青木 

犬飼 

小林 

真田 

竹内 

上
中
隊
３０
名
が
勃
利
で
ソ
連
参
戦
の

為
逃
避
行
が
始
ま
っ
た
。
１４
～
１５
歳

の
あ
ど
け
な
い
少
年
た
ち
が
３
か
月
後

に
直
面
し
た
艱
難
辛
苦
と
悲
劇
は
語

れ
尽
く
せ
な
い
。
ソ
連
機
の
機
銃
掃
射

に
あ
い
、
飢
え
と
下
痢
の
苦
し
み
に
あ

い
、
９
月
２０
日
東
京
城
で
武
装
解
除

し
た
時
８０
人
と
な
っ
た
。
ソ
連
軍
監
視

下
の
収
容
所
を
抜
け
出
し
、
延
吉
の
監

獄
収
容
所
に
入
っ
た
時
に
は
４５
人
に

な
っ
た
。
そ
こ
は
弱
肉
強
食
の
世
界
で

仲
間
の
内
、
腕
力
の
強
い
も
の
だ
け
が

生
き
残
っ
た
。
八
路
軍
の
使
役
や
農
家

の
養
子
へ
行
く
選
択
し
か
生
き
残
る
方

法
は
な
か
っ
た
。
昭
和
２８
年
、
新
中
国

政
府
か
ら
帰
国
命
令
が
出
て
、
養
父

母
に
土
下
座
を
し
て
帰
国
し
た
。
１
７

５
名
の
内
、
９８
名
死
亡
、
行
方
不
明
・

未
帰
還
者
１５
名
、
引
揚
げ
者
は
６２

名
だ
っ
た
。
遼
陽
の
軍
事
工
場
へ
行
っ
た

も
の
は
全
員
引
揚
げ
た
か
ら
、
大
茄
子

訓
練
所
残
留
組
の
生
存
率
は
２２
％
だ

っ
た
。
私
た
ち
は
献
花
を
し
、
お
線
香

を
手
向
け
た
。 

 

② 

解
放
戦
士
之
碑 

 

義
勇
軍
と
は
関
係
な
い
が
、
笠
井
山

公
園
の
近
く
に
あ
る
「
解
放
戦
士
之

碑
」
に
も
行
っ
た
。
昭
和
４４
年
４
月
建

立
さ
れ
た
。
戦
前
の
共
産
党
の
活
動
し

６
月
２７
日
（
日
）
、
緊
急
事
態
宣
言

も
解
除
さ
れ
、
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
一
桁
か
ゼ
ロ
に

な
っ
た
の
で
、
私
の
案
内
で
上
羽
、
橋

本
、
柳
井
の
４
名
で
「
満
蒙
開
拓
青
少

年
義
勇
軍
」
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
旅
を

し
ま
し
た
。
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、
笠
井

山
公
園
で
す
。
備
前
原
駅
か
ら
車
で

約
１５
分
急
勾
配
を
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。 

よ
る
７８
作
品
、
約
２０
万
羽
の
折
り
鶴

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

岡
山
市
の
教
育
長
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

「
こ
の
平
和
を
願
う
折
り
鶴
運
動

は
、
小
・
中
学
校
や
高
等
学
校
で
も
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
次
の
世
代
を
担
う

子
供
た
ち
が
、
平
和
に
つ
い
て
、
歴
史

的
に
学
び
、
感
じ
取
り
、
行
動
す
る
場

と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
」 

 

今
回
は
、
労
働
組
合
や
民
主
団
体

と
と
も
に
多
く
の
小
・
中
・
高
か
ら
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
（
小
学
校

２
校
、
中
学
校
１２
校
、
高
校
３
校
）
保

育
園
や
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
の
参
加
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

日
中
岡
山
支
部
は
、
こ
れ
ま
で
の
太

極
拳
任
せ
か
ら
、
初
め
て
理
事
会
を

中
心
に
と
り
く
み
ま
し
た
。
今
後
は
、

も
っ
と
輪
を
広
げ
、
多
く
の
会
員
が
参

加
す
る
行
事
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。 

 

７
月
２１
日
、
表
町
商
店
街
を
中
心

に
開
催
さ
れ
た
「
平
和
七
夕
ま
つ
り
」

が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
河
井
理

事
長
、
小
林
事
務
局
長
、
小
川
理
事

で
さ
ん
か
く
岡
山
前
に
飾
り
付
け
た

折
り
鶴
を
搬
出
し
ま
し
た
。
回
収
し
た

折
り
鶴
は
、
青
木
裕
子
さ
ん
が
車
で

家
に
持
ち
帰
り
保
管
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
ま
つ
り
」
は
、
１
９
４
５
年
（
昭

和
２０
年
）
６
月
２９
日
の
岡
山
大
空
襲

と
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
鎮

魂”

ふ
た
た
び
郷
土
を
灰
に
す
ま
い”

、

２１
世
紀
を
平
和
な
世
紀
に
と
い
う
想

い
か
ら
始
め
ま
し
た
。
同
時
に
「
平
和

で
歴
史
の
あ
る
表
町
商
店
街
に
賑
わ

い
を!

」
と
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

今
年
は
、
平
和
を
願
う
３９
団
体
に

た
人
や
無
産
運
動
、
小
作
人
争
議
に

活
躍
し
た
名
も
な
き
解
放
戦
士
を
慰

霊
す
る
た
め
、
当
時
の
人
権
に
か
か
わ

る
諸
団
体
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
建
立
し

た
。
岡
山
市
長
も
応
援
し
て
く
れ
た
そ

う
だ
。
解
放
運
動
の
岡
映
も
墓
標
に

名
前
が
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
を
見
る
と
、
国
民

救
援
会
や
人
権
連
の
人
た
ち
、
立
花

元
県
議
、
竹
内
先
生
な
ど
が
い
つ
も
き

れ
い
の
掃
除
を
し
て
い
た
が
、
も
う
忘

れ
去
ら
れ
た
存
在
な
の
か
、
高
齢
化
な

の
か
、
草
ぼ
う
ぼ
う
で
足
を
踏
み
入
れ

る
の
も
困
難
な
荒
れ
果
て
た
慰
霊
碑

に
な
っ
て
い
た
。
も
う
５
年
以
上
は
草

を
刈
っ
て
い
な
い
感
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で

も
献
花
と
線
香
を
手
向
け
た
が
、
と

て
も
個
人
の
力
で
は
草
抜
き
や
掃
除

は
で
き
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
号
へつ
づ
く 

 

平
和
七
夕
ま
つ
り
終
わ
る 

日
中
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

 

岡
山
15
年
戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー
で
「
戦
跡
巡
り
」  

 
 

 
 
 

 

青
木
康
嘉 

 

① 
藤
森
中
隊
「
友
よ
安
ら
か
に
」

慰
霊
碑 

 

昭
和
２０
年
５
月
１２
日
、
岡
山
県
の

旭
川
東
部
出
身
の
義
勇
軍
藤
森
中
隊

は
１
７
５
名
が
渡
満
し
た
。
勃
利
大
訓

練
所
か
ら
大
茄
子
訓
練
所
に
入
植
し

た
。
前
年
度
入
植
し
た
村
上
中
隊
残

留
部
隊
（
２
１
５
名
中
１
８
５
名
は
奉

天
の
満
飛
工
場
や
文
官
屯
工
廠
へ
移

動
）
３０
名
が
出
迎
え
た
。
遼
陽
に
派

遣
さ
れ
た
３０
名
（
全
員
引
揚
げ
）
を

除
い
て
、
藤
森
中
隊
の
１
４
５
名
と
村


